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第
２
回
通
常
総
代
会 

開
催

お
か
げ
さ
ま
で 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は 

70
周
年

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
は
、
平
成
29
年
5
月
30

日
、第
2
回
通
常
総
代
会
を
郡
山
市
の「
ビ
ッ

グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

齋
藤
勝
利
組
合
長
が
「
農
業
・
農
村
を
取

り
巻
く
情
勢
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、

収
入
保
険
制
度
の
創
設
、
農
業
共
済
制
度
改

正
を
内
容
と
す
る
『
農
業
災
害
補
償
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
』
が
今
国
会
に
提
出
さ

れ
、
法
案
が
成
立
す
る
と
来
年
の
秋
か
ら
収

入
保
険
の
引
受
け
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
制
度

の
実
施
主
体
と
し
て
、
今
年
度
を
準
備
期
間

と
位
置
づ
け
、
万
全
の
態
勢
で
臨
む
所
存
で

す
。
今
年
は
制
度
施
行
70
周
年
を
迎
え
、
こ

れ
を
機
に
、
一
層
本
県
農
業
の
復
興
、
農
家

の
経
営
安
定
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
福
島
県
の
畠
利
行
副
知
事
を
は

じ
め
、
来
賓
の
方
々
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
飯
舘
村
の
三
浦
盛
総
代
が
選

任
さ
れ
、
福
島
県
農
業
共
済
組
合
共
済
規
程

の
一
部
変
更
、
平
成
28
年
度
事
業
報
告
や
平

成
29
年
度
事
業
計
画
な
ど
11
議
案
を
審
議
。

全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
事
に
先
立
ち
、
農
業
共
済
事
業

優
良
基
礎
組
織
、
任
意
共
済
事
業
推
進
功
績

者
、
家
畜
多
頭
飼
養
優
良
農
家
、
農
業
共
済

団
体
職
員
永
年
勤
続
者
な
ど
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

総代数	 280 名

　本人出席	165 名

　書面出席	110 名

出席者合計	275 名

齋藤 勝利 組合長三浦 盛 議長
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議案第 １ 号	 福島県農業共済組合共済規程の一部変更について
 ▶農作物共済における共済細目書の提出期限の適正化

議案第 ２ 号	 平成 28年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案及び
	 不足金処理案の承認について
 ▶Ｐ 4 ～ 5 参照

議案第 ３ 号	 平成 29年度事業計画及び収支予算の決定について
 ▶Ｐ 4 ～ 5 参照

議案第 ４ 号	 平成２９年度事務費賦課金の賦課額及び防災賦課金の賦課額並びに賦課徴収方法の決定について 
 ▶ 1,338,379 千円

議案第 ５ 号	 役員、顧問、損害評価会委員、損害評価員及び共済部長報酬額の決定について
 ▶総額 134,688 千円以内

議案第 ６ 号	 特別積立金の取崩し承認について
 ▶ 81,052 千円以内

議案第 ７ 号	 平成 29年度無事戻金の支払について
 ▶ 16,161 戸以内　42,511,277 円以内

議案第 ８ 号	 平成 29年度集落営農等推進費の交付額決定について
 ▶ 6 団体以内　64,674 円以内

議案第 ９ 号	 借入金最高限度額及び借入条件の決定について
 ▶ 10 億円

議案第 10号	 損害評価会委員の解任及び選任について
 ▶審議委員　解任 17 名　選任 17 名　　調査委員　解任 71 名　選任 66 名

議案第 11号	 建物共済連合会等事業責任安定化対策に係る契約（附属書）の一部変更について
 ▶貸付限度額の引上げ、追加貸付及び分担方法にかかる規定の新設

福島県知事	代理
畠 利行 副知事

福島県議会議長	代理
長尾 トモ子 議員

福島県農業会議
太田 豊秋 会長

全国農業共済協会長	代理
鈴木 直 常務

来 賓 挨 拶

通常総代会に提出され可決承認された議案
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農家経営の
さらなる

バックアップへ

平成28年度
事 業 実 績

平成29年度
事 業 計 画

支払共済金	 13億7,820万円

共 済 金 額	 1兆4,650億円

共 済 金 額	 1兆4,770億円

農 作 物 共 済 平成28年度実績 平成29年度計画

水稲
引 受 6,522,771	a 6,459,117	a

共 済 金 額 37,982,290	千円 36,719,378	千円

支払共済金 37,636	千円 ――

麦
引 受 20,261	a 21,815	a

共 済 金 額 8,255	千円 7,819	千円

支払共済金 10	千円 ――

水稲では例年に比べ冬期間の降雪量及び梅雨時期の降水量が不足したことにより農業用水が確保できず
干害が一部地域に発生しました。また、イノシシによる踏倒しが県内全域の山間部において発生し稲が枯死
する被害が発生しました。麦では４月上旬及び５月中旬の降雨により土壌湿潤害が発生しました。

果 樹 共 済 平成28年度実績 平成29年度計画

りんご
引 受 23,709	a 28,398	a

共 済 金 額 601,001	千円 812,485	千円

支払共済金 39,250	千円 ――

ぶどう
引 受 1,734	a 2,295	a

共 済 金 額 53,293	千円 67,450	千円

支払共済金 3,002	千円 ――

な　し
引 受 19,859	a 21,436	a

共 済 金 額 611,022	千円 686,049	千円

支払共済金 15,433	千円 ――

も　も
引 受 31,309	a 39,280	a

共 済 金 額 908,460	千円 1,154,280	千円

支払共済金 14,281	千円 ――

か　き
引 受 721	a 1,705	a

共 済 金 額 6,948	千円 11,818	千円

支払共済金 ―― ――

りんごでは強風による落果や傷果、輪紋病、５月下旬の平均気温が高く経過したことによるさび果、サル、ク
マ等による獣害などが発生しました。ももではモモせん孔細菌病や強風による落果、傷果の被害が発生しました。
なしでは高温、少雨による乾燥状態が続き肥大が停滞したことにより小玉果等や黒星病の被害が発生しました。

平成28年度 事業実績　平成29年度 事業計画平成28年度 事業実績　平成29年度 事業計画
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家 畜 共 済 平成28年度実績 平成29年度計画

牛・豚・馬
引 受 76,515 頭 76,313 頭

共 済 金 額 10,516,531 千円 9,962,767 千円

支払共済金 588,953 千円 ――

死廃事故は前年と比較すると 84頭増加し、支払共済金で 42,542 千円増加しました。病傷事故は前年と
比較すると 15件増加し、支払共済金で 16,120 千円増加しました。

畑 作 物 共 済 平成28年度実績 平成29年度計画

ばれいしょ
引 受 36	a 40	a

共 済 金 額 292	千円 307	千円

支払共済金 ―― ――

大　豆
引 受 72,070	a 73,357	a

共 済 金 額 144,979	千円 143,518	千円

支払共済金 5,831	千円 ――

そ　ば
引 受 2,964	a 6,200	a

共 済 金 額 2,927	千円 5,339	千円

支払共済金 431	千円 ――

蚕　繭
引 受 387	箱 368	箱

共 済 金 額 21,958	千円 22,197	千円

支払共済金 264	千円 ――

大豆では６月中下旬の降雨により、発芽不良や根腐れが発生しました。そばでは台風による強風等により
倒伏や脱粒、曇天降雨による日照不足により登熟不良の被害が発生しました。

園 芸 施 設 共 済 平成28年度実績 平成29年度計画

園芸施設
引 受 17,351	棟 18,100	棟

共 済 金 額 6,499,549	千円 6,585,334	千円

支払共済金 33,078	千円 ――

急激に発達した低気圧の通過による強風、雪による構造物の変形や被覆物に被害が発生しました。施設内
農作物はトマトに病害が発生しました。

建物共済・農機具共済 平成28年度実績 平成29年度計画

建　物
引 受 132,019	棟 134,609	棟

共 済 金 額 1,277,293,640	千円 1,290,990,000	千円

支払共済金 369,805	千円 ――

農機具
引 受 51,079	台 51,904	台

共 済 金 額 129,933,020	千円 130,071,260	千円	

支払共済金 270,193	千円 ――

建物では落雷、自然災害の発生が少なく前年度と比較すると支払共済金で 6,676 万円減少しました。農
機具共済では支払共済金で 2,716 万円減少し、事故原因別は接触事故による支払いが全体の 65％を占めま
した。
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農
業
共
済
事
業

　
　

優
良
基
礎
組
織
表
彰

【「
信
頼
の
き
ず
な
」

未
来
に
つ
な
げ
る
運
動

中
央
推
進
本
部
長
賞
】

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
地
区
協
議
会

◦
中
島
地
区
共
済
部
長
協
議
会
（
白
河
支
所
）

女
性
組
織
、
青
年
組
織
等

◦
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
会
津
支
所
女
性
部

　
（
会
津
支
所
）

　
　

任
意
共
済
事
業

　
　

推
進
功
績
者
表
彰

【
全
国
農
業
共
済
協
会
長
賞
】

建
物
共
済
の
部

◦
大
沼　

徳
弥
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
西
間
木　

正
美
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
熊
谷　

新
一
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
大
槻　

吉
和
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
桜
木　

晃
（
会
津
支
所
）

◦
木
村　

常
明
（
会
津
支
所
）

◦
佐
藤　

慎
一
（
会
津
支
所
）

◦
芳
賀　

滋
介
（
会
津
支
所
）

◦
遠
藤　

和
則
（
相
馬
支
所
）

◦
岡
田　

良
一
（
相
馬
支
所
）

農
機
具
共
済
の
部

◦
木
村　

孝
志
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
佐
藤　

秀
和
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
飛
澤　

良
男
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
佐
藤　

義
明
（
い
わ
せ
石
川
支
所
）

◦
二
瓶　

幸
太
郎
（
会
津
支
所
）

◦
大
竹　

喜
雄
（
会
津
支
所
）

◦
村
山　

純
一
（
会
津
支
所
）

◦
児
山　

孝
美
（
会
津
支
所
）

◦
伹
野　

幸
一
（
相
馬
支
所
）

◦
梅
田　

敏
雄
（
相
馬
支
所
）

　
　

家
畜
多
頭
飼
養

　
　

優
良
畜
産
農
家
表
彰

【
福
島
県
農
業
共
済
組
合
長
賞
】

◦
加
藤　

常
吉
（
県
北
支
所
）

◦
菊
地　

徳
彦
（
安
達
支
所
）

◦
小
松　

偉
一
（
白
河
支
所
）

◦
㈱
湯
浅
フ
ァ
ー
ム
代
表
取
締
役

　

湯
浅　

治
（
会
津
支
所
）

◦
岡　

輝
繁
（
相
馬
支
所
）

　
　

農
業
共
済
団
体
職
員

　
　

永
年
勤
続
者
表
彰

【
福
島
県
農
業
共
済
組
合
長
賞
】

30
年
勤
続
表
彰

◦
三
瓶　

明
美
（
本
所
）

◦
折
笠　

瑞
明
（
本
所
）

◦
伊
藤　

勝
夫
（
安
達
支
所
）

◦
押
山　

謙
司
（
安
達
支
所
）

◦
木
伏　

和
徳
（
郡
山
田
村
支
所
）

◦
高
橋　

和
男
（
郡
山
田
村
支
所
）

◦
菊
地　

希
（
郡
山
田
村
支
所
）

◦
深
谷　

正
清
（
白
河
支
所
）

◦
飯
島　

日
出
男
（
白
河
支
所
）

◦
金
澤　

伸
一
（
白
河
支
所
）

◦
猪
狩　

広
（
双
葉
支
所
）

◦
渡
邉　

輝
（
双
葉
支
所
）

◦
渡
部　

英
雅
（
双
葉
支
所
）

20
年
勤
続
表
彰

◦
堀
本　

雅
彦
（
本
所
）

◦
蛭
田　

雅
彦
（
本
所
）

　第 2 回通常総代会の席上において、平成 28 年度農
業共済事業に貢献された優良基礎組織及び任意共済
事業推進に功績のあった方々に対し、全国農業共済協
会より感謝状が授与されました。また、家畜多頭飼養
優良畜産農家の方々や永年勤続職員に対し、齋藤組合
長より表彰状が授与されました。
　受賞された皆様、おめでとうございます。

表彰者
名簿

祝

祝

祝祝

中島地区共済部長協議会

木村 孝志 氏

猪狩 広 氏
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混
同
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
『
健
診
』
と
『
検

診
』
で
す
が
皆
さ
ん
違
い
が
わ
か
り
ま
す
か
？

『
健
診
』と
は
病
気
の
危
険
因
子
が
あ
る
か
ど
う

か
を
み
て
い
く
一
般
の
健
康
診
断
で
あ
り
、
特

定
の
病
気
を
発
見
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
対
し
て
、『
検
診
』
は
、
特
定
の
病
気
を

対
象
に
早
期
発
見
し
、
早
期
治
療
を
目
的
に
行

わ
れ
る
も
の
で
、
例
え
ば
、
肺
が
ん
検
診
・
胃

が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
な
ど
な
ど
、
各
々

別
個
に
受
け
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ま
ご
存
知
の

よ
う
に
、
日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
で
す
（
図

表
１
）。
で
も
よ
く
見
る
と
、
男
性
は
世
界
6

位
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
女
性
の
年
齢

が
平
均
値
を
引
き
上
げ
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。

一
般
の
健
康
診
断
は
気
軽
に
受
け
る
日
本
人
で

す
が
、
実
は
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
欧
米
に

比
べ
と
て
も
低
い
の
で
す
（
図
表
２
）。
と
く

に
我
が
国
の
乳
が
ん
・
子
宮
頚
が
ん
の
受
診
率

は
欧
米
の
約
80
％
台
に
対
し
て
わ
ず
か
30
％
台

に
し
か
至
ら
ず
、
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
人
の
死
因
の
第
一
位
は
が
ん
な
の
で
す
。
こ

こ
数
年
、
欧
米
先
進
国
の
が
ん
死
亡
数
は
減
少

し
て
い
る
の
に
日
本
だ
け
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
が
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
低
さ
に

あ
る
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
日
本
対
が
ん
協
会
の
発
表
に
よ
る
と

日
本
人
男
性
で
最
も
多
く
発
生
し
て
い
る
が
ん

は
胃
が
ん
で
す
（
図
表
３
）。
し
か
し
、
最
も

多
く
死
亡
し
て
い
る
の
は
、
肺
が
ん
で
す
。
胃

カ
メ
ラ
（
内
視
鏡
）
検
査
が
発
達
し
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

で
す
。近
年
、胃
が
ん
の
発
生
が
ピ
ロ
リ
菌
の
感

染
に
関
連
す
る
と
解
明
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
中
に
は
、
胃
の
内
視
鏡
検
査
を
受
け
、
慢
性

萎
縮
性
胃
炎
や
胃
潰
瘍
又
は
十
二
指
腸
潰
瘍
が

あ
り
、
ピ
ロ
リ
菌
が
い
る
か
ら
と
、
除
菌
を
勧

め
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

以
前
は
、
慢
性
胃
炎
や
胃
潰
瘍
は
も
っ
ぱ
ら
ス

ト
レ
ス
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ピ

ロ
リ
菌
が
発
見
さ
れ
、
胃
潰
瘍
や
胃
が
ん
ば
か

り
で
な
く
、
リ
ン
パ
腫
や
紫
斑
病
を
起
こ
す
こ

と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
40
歳
以
上
の
日
本

人
の
7
割
が
ピ
ロ
リ
菌
保
有
者
で
あ
り
、
先
進

国
の
中
で
は
突
出
し
て
多
い
こ
と
が
、
日
本
人

に
胃
が
ん
が
多
い
理
由
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
20

代
以
下
に
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
将
来
、
胃
が
ん
は
減
少
し
て
ゆ
く
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
は
口
ー
口
（
離
乳

食
の
口
移
し
）、糞
便
に
汚
染
さ
れ
た
水
（
井
戸

水
）
な
ど
か
ら
子
ど
も
の
頃
に
感
染
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
で
の
除
菌
は
薬

の
服
用
で
保
険
が
適
応
さ
れ
ま
す
。
食
品
で
も

ピ
ロ
リ
菌
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
（
梅
や
緑

茶
・LG

21

ヨ
ー
グ
ル
ト
・
マ
ヌ
カ
蜂
蜜
な
ど
）

と
言
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大

人
に
な
っ
て
か
ら
除
菌
し
て
も
、
胃
の
細
胞
に

ダ
メ
ー
ジ
が
残
っ
て
い
る
た
め
胃
が
ん
に
な
ら

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
除
菌
後
、

逆
流
性
食
道
炎
や
食
道
が
ん
の
発
生
が
増
え
る

と
の
報
告
も
あ
り
、
除
菌
し
て
か
ら
も
、
検
診

を
受
け
る
こ
と
は
必
要
か
つ
重
要
で
す
。

職
場
や
住
ん
で
い
る
市
町
村
の
補
助
を
有
効

に
利
用
し
て
、
ぜ
ひ
『
健
診
』
と
『
検
診
』
両

方
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

はじめよう！
健康生活

清明クリニック 佐藤 睦子

第５回

（出典：WHO世界保健統計2016年版）

（出典：日本対がん協会ホームページ）

順
位 国名

平均寿命 
男女（歳）
[2015年]

順
位 国名

平均寿命 
男性（歳）
[2015年]

順
位 国名

平均寿命 
女性（歳）
[2015年]

1 日本 83.7 1 スイス 81.3 1 日本 86.8
2 スイス 83.4 2 アイスランド 81.2 2 シンガポール 86.1
3 シンガポール 83.1 3 オーストラリア 80.9 3 韓国 85.5
4 オーストラリア 82.8 4 スウェーデン 80.7 3 スペイン 85.5
4 スペイン 82.8 5 イスラエル 80.6 5 フランス 85.4
6 アイスランド 82.7 6 イタリア 80.5 6 スイス 85.3
6 イタリア 82.7 6 日本 80.5 7 オーストラリア 84.8

図表３ 部位別がん罹患率（2012年）全国モニタリング集計 2012罹患数・率報告

男性

女性

全国推計値 罹患割合 部位別、男性（上皮内がんを除く）2012年
0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

胃 18.1

乳房 20.5 大腸 15.8 胃 11.4 肺 10.0 子宮
7.0

大腸 15.4 肺 15.3 前立腺 14.5 肝臓
5.7

膵臓
4.6
肝臓
4.2

その他 14.7

その他 17.3

食道
3.7

膵臓
3.6

腎・尿路（膀胱除く）3.0

胆のう・胆管 3.2
悪性リンパ腫 3.1

膀胱 3.0 悪性リンパ腫 3.0

甲状腺 2.9

図表２ 性別別にみたがん検診を受診した方の割合（過去1年間）
平成 26年国民生活基礎調査

男性

女性

33.8
27.9 28.126.7 26.4

36.6
45.8

26.8 28.3
33.8

22.9 23.7 23.9 24.5
28.7

24.7
30.6

23.0

37.4 34.5 32.7 34.2

47.5
41.4

胃がん検診 肺がん検診 大腸がん検診

胃がん検診 肺がん検診 大腸がん検診 子宮がん検診 乳がん検診
0%

10%

20%

30%

40%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

平成25年（2013）
平成22年（2010）
平成19年（2007）

※子宮がん検診は20～69歳、その他のがん検診は40～69歳を対象としている。

図表 1 平均寿命ランキング・男女国別順位

『健診』と『検診』
を受けましょう！
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伊
達
市
梁
川
町
に
あ
る
希
望
の
森
公

園
産
業
伝
承
館
で
平
成
17
年
か
ら
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
む
秋
葉
初
子
さ
ん
、

八
巻
イ
ヨ
子
さ
ん
、秋
葉
厚
子
さ
ん
、鈴

木
久
子
さ
ん
、
八
巻
幸
子
さ
ん
、
八
巻

美
代
子
さ
ん
、
秋
葉
幸
美
さ
ん
の
７
名

は
、
山
舟
生
地
区
明
る
く
住
み
よ
い
む

ら
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
食
生
活
改
善

部
会
の
有
志
の
集
ま
り
で
す
。

地
元
野
菜
を
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
、「
希
望
の
森
と
ろ
ろ
ご

膳
」
や
「
伊
達
鶏
そ
ぼ
ろ
ご
膳
」
な
ど

西
会
津
町
に
あ
る
水
稲
育
苗
受
託
組

合
の
目
黒
輝
夫
組
合
長
（
組
合
構
成
員

13
名
）
は
町
の
リ
ー
ス
事
業
で
建
て
た

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
有
効
的
に
活
用
で

き
な
い
か
、
効
率
よ
く
作
物
を
出
荷
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
農
業
で

の
雇
用
を
生
む
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
を
考
え
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
を

定
植
す
る
時
期
を
約
１
か
月
遅
ら
せ
て
、

Ｊ
Ａ
な
ど
か
ら
委
託
さ
れ
た
水
稲
育
苗

４
万
６
千
枚
の
播
種
、
管
理
、
販
売
を

し
て
い
ま
す
。

品
種
は
、
ひ
と
め
ぼ
れ
、
コ
シ
ヒ
カ

リ
、五
百
万
石
の
３
種
類
で
、苗
は
、西

会
津
町
は
も
と
よ
り
、
喜
多
方
市
な
ど

へ
運
ば
れ
圃
場
に
植
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
17
棟
あ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は

今
後
、
７
棟
で
キ
ュ
ウ
リ
、
５
棟
で
ト

マ
ト
、
１
棟
で
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
残

り
の
ハ
ウ
ス
で
は
野
菜
の
苗
、
花
を
栽

培
す
る
と
の
こ
と
。

育
て
た
野
菜
の
苗
や
花
は
、
西
会
津

町
に
あ
る
道
の
駅
で
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
農
地
・
水

保
全
管
理
等
の
事
業
で
も
活
躍
し
て
い

ま
す
。

目
黒
組
合
長
は
、「
最
初
は
１
万
枚
の

水
稲
育
苗
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
こ

和
食
中
心
の
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

代
表
の
秋
葉
初
子
さ
ん
は
、「
健
康
に

良
い
食
材
を
提
供
す
る
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
素
朴
な
料
理
で
す
が
、『
森

の
団
子
汁
』
の
団
子
は
ア
オ
バ
タ
大
豆

と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
団
子
で
す
。
暑
い
季

節
に
な
る
と
注
文
が
多
く
な
る
『
冷
や

し
ご
ま
だ
れ
う
ど
ん
』
は
、
昔
の
忙
し

い
時
期
の
養
蚕
農
家
の
食
事
を
元
に
ア

レ
ン
ジ
を
加
え
て
作
っ
て
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

近
く
に
は
伊
達
政
宗
が
戦
勝
祈
願
を

し
た
神
社
で
知
ら
れ
る
梁
川
八
幡
神
社

が
あ
り
、
６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
に

か
け
て
は
、
店
か
ら
車
で
約
10
分
の
と

こ
ろ
に
あ
る
「
く
ぼ
た
ア
ジ
サ
イ
園
」

の
ア
ジ
サ
イ
１
万
本
が
見
ご
ろ
を
迎
え

ま
す
。
秋
葉
さ
ん
は
、「
ぜ
ひ
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
産
業
伝
承
館

　

☎
０
２
４-

５
７
７-

６
８
８
８

◎
ア
ク
セ
ス
＝
阿
武
隈
急
行(

や
な
が

わ
希
望
の
森
公
園
前
駅)

、
東
北
自
動

車
道(

国
見
IC
か
ら
車
で
25
分)

◎
営
業
＝
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

れ
か
ら
は
、
兼
業
農
家
の
増
加
や
農
家

の
高
齢
化
も
進
む
の
で
、
年
々
水
稲
育

苗
の
受
託
は
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
に
備
え
、
施
設
や
設
備
を
充
実
さ
せ
、

農
業
の
冬
場
で
の
雇
用
も
生
み
出
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
☎
０
２
４
１-

４
５

-

３
９
０
３

県北支所

会津支所

伊
達
発 

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

～
私
た
ち
７
人
で
作
り
ま
す
～「
産
業
伝
承
館
」

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
効
率
的
利
用
と

水
稲
育
苗
で
雇
用
創
出
を
図
り
た
い
！

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

前列右から八巻イヨ子さん・
秋葉初子さん・秋葉厚子さん
後列右から八巻美代子さん・
鈴木久子さん・八巻幸子さん

建物の外観

地元野菜をふんだんに
使った手作り料理

育苗ハウス、
野菜と花の苗、
目黒輝夫組合長

NOSAI

元気
通信

8ひかり NOSAIふくしま 6号



川
内
村
で
開
催
し
て
い
る
『
そ
ば

フ
ェ
ス
タ
』で
、そ
ば
と
一
緒
に
ビ
ー
ル

を
提
供
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
川
内
村

観
光
協
会
会
長
の
井
出
茂
さ
ん
た
ち
が

考
え
た
の
が
「
そ
ば
ビ
ー
ル
」
の
き
っ

か
け
。「
フ
ラ
ン
ス
で
そ
ば
を
使
用
し
た

ビ
ー
ル
が
あ
る
と
聞
き
、
取
り
寄
せ
て

み
た
と
こ
ろ
美
味
し
か
っ
た
。
川
内
産

の
そ
ば
を
使
っ
て
同
じ
よ
う
な
も
の
が

作
れ
る
と
思
っ
て
ね
」
と
話
し
て
く
れ

た
の
は
、
合
同
会
社
か
わ
う
ち
屋
代
表

の
渡
辺
正
さ
ん
（
50
）。

そ
ば
ビ
ー
ル
は
、
川
内
村
観
光
協
会

の
補
助
金
を
利
用
し
２
年
前
に
試
作
品

が
完
成
。
白
ラ
ベ
ル
の
蕎
（
き
ょ
う
）

と
、
黒
ラ
ベ
ル
の
蕎
麦
畑
（
ソ
バ
ガ
ル

デ
ン
）
の
２
種
類
が
あ
り
、
白
ラ
ベ
ル

福
島
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
、
地
域
農
業
と
観
光
の
復
興
の

た
め
に
尽
力
し
て
い
る
の
は
、
い
わ
き

市
四
倉
町
の
市い

ち

川か
わ

英ひ
で

樹き

さ
ん
（
45
）。

市
川
さ
ん
は
、
愛
知
県
豊
田
市
の
出

身
で
、
東
日
本
大
震
災
後
、
浜
通
り
の

多
く
の
田
ん
ぼ
が
作
付
さ
れ
て
い
な
い

光
景
に
心
を
痛
め
、
少
し
で
も
農
業
復

興
の
役
に
立
て
な
い
か
と
考
え
、
四
倉

町
へ
移
住
し
、
働
き
な
が
ら
県
立
農
業

短
大
の
新
規
就
農
コ
ー
ス
で
農
業
を
学

び
ま
し
た
。

以
前
に
、
市
川
さ
ん
自
身
が
体
験
し

た
こ
と
の
あ
る
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
取
り

組
み
を
、
復
興
の
手
助
け
に
で
き
な
い

か
と
考
え
、
約
２
年
か
け
て
福
島
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
大

人
か
ら
子
供
ま
で
自
由
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
、
去
る
５
月
14
日
に
実
施
し

た
田
植
え
で
は
、
多
く
の
参
加
者
が
集

の
蕎
は
、
二
本
松
市
の
「
な
な
く
さ
ナ

ノ
ブ
ル
ワ
リ
ー
」
に
製
造
を
依
頼
。
瓶

詰
後
も
発
酵
が
続
く
「
シ
ャ
ン
パ
ン
製

法
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
お
り
、
少
々

濁
り
が
あ
り
コ
ク
と
そ
ば
の
香
り
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
黒
ラ
ベ
ル
の

蕎
麦
畑
は
、
福
島
市
の
「
福
島
路
ビ
ー

ル
」
に
製
造
を
依
頼
。
す
っ
き
り
し
た

の
ど
越
し
と
ほ
の
か
に
残
る
そ
ば
の
香

り
が
特
徴
で
す
。

「
２
種
類
の
ビ
ー
ル
の
違
い
を
ぜ
ひ

飲
み
比
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
く
す
り

＋
け
ろ
り
ん
堂
・
店
長
の
白
石
美
香
さ

ん
。「
ち
な
み
に
白
ラ
ベ
ル
は
日
本
酒
が

好
き
な
方
に
好
ま
れ
て
い
ま
す
」
と
渡

辺
さ
ん
か
ら
も
ひ
と
言
。

現
在
、
全
国
の
そ
ば
屋
さ
ん
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
、
今
後
は
震
災
前
の

よ
う
に
故
郷
の
地
に
そ
ば
の
白
い
花
が

揺
れ
る
風
景
を
取
り
戻
し
た
い
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー　

Ｙ
Ｏ-

Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

く
す
り
＋
け
ろ
り
ん
堂

　

☎
０
２
４
０-

２
３-

５
５
５
１

そ
の
他
の
取
扱
店
【
遠
藤
商
店
】【
人
絹

屋
】【
佐
和
屋
】【
渡
辺
商
店
】【
わ
た
や
】

▽
商
品
（
そ
ば
ビ
ー
ル
）
＝
「
蕎
麦
畑
」

「
蕎
」と
も
に
３
３
０
㎖
６
２
０
円（
税
込
）

ま
り
、
四
倉
町
に
あ
る
１
５
㌃
の
田
ん

ぼ
に
、
古
代
米
（
品
種
：
べ
に
あ
そ
び

ほ
か
）
を
４
種
類
使
用
し
、
す
べ
て
手

植
え
で
地
元
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
い
わ

き
Ｆ
Ｃ
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
表
現
し
ま

し
た
。

秋
に
は
参
加
型
の
稲
刈
り
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
お
り
、
収
穫
し
た
雑
穀
米

は
、
料
理
人
や
栄
養
士
と
提
携
し
加
工

し
て
、
地
元
直
売
所
な
ど
で
販
売
す
る

予
定
で
す
。

「
多
く
の
方
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
の
で
、苦
労
は
全
く
感
じ
ま
せ
ん
。い

わ
き
か
ら
食
と
農
を
通
じ
て
元
気
な
姿

を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
方

が
農
業
へ
興
味
を
持
っ
た
り
、
い
わ
き

市
は
じ
め
福
島
県
へ
足
を
運
ぶ
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
市
川
英
樹

　

０
９
０-

６
５
７
０-

４
６
９
８

双葉支所

いわき
支所

川
内
産
そ
ば
を
使
用
し
た「
そ
ば
ビ
ー
ル
」が
大
好
評
！

川
内
村 

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー YO

‐TASHI　
く
す
り
＋
け
ろ
り
ん
堂

い
わ
き
か
ら
元
気
な
食
と
農
を
発
信
！

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」で
復
興
支
援

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

そばビール
（黒ラベルの蕎麦畑、
白ラベルの蕎）

市川英樹さん

田植えの様子

そばビールを手に、
左から渡辺正さん、白石美香さん、今泉泉さん
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今日も
皆さまと

組合員の皆さんと
NOSAIをつなぐ

パイプ役としてご
活躍いただいてい

る、

NOSAI部長の皆さ
んをご紹介します

！

近年、異常気象と言われる多様な自然災害に対して
のNOSAI の役割は大きくなっていると感じます。地
域の高齢化、後継者の不足、農業施設の老朽化等、解決
するべきことはありますが、生産意欲を向上させて生
産者と消費者の連携を強化し、食料の安定を図り、消
費者のニーズにこたえていきたいと考えています。
NOSAI は安心して加入でき、十分な補償が受けら
れる制度であってほしいと考えています。

NOSAI 部長は今期で 2回目になります。近年、泉
崎地区でも高齢化が進み後継者不足による耕作放棄地
が増えてきました。条件の悪い圃場をどうしていくか
が今後の課題だと思います。組織が大きくなるとサー
ビス低下が懸念されますが、NOSAI の職員の方には、
これまで同様迅速な対応をお願いしたいです。
バイクが趣味で、休みの日にはツーリングなどに出
かけています。

現在、国は収入保険制度の施行や農業共済制度の見
直しを進めているようですが、当地方のような中山間
地域の小規模農家でも安心して農業に取り組めるよう
な制度を期待しています。
昨年より石川町の中谷地区共済部長等協議会の会長
を務めています。今後も組合員と組合のパイプ役とし
て、微力ながら制度普及に貢献していきたいと考えて
います。

2016 年８月から相馬支所管内の任意共済推進協議
会（314 名）の会長職を仰せつかっています。会長と
して、共済部長とともに一致団結して震災後の相馬地
方の農業復興と振興に努めています。NOSAI への要
望としては、新たに始まる「収入保険制度」の勉強会
などを共済部長を対象に開催していただき、一人でも
多くの農家に青色申告への切り替えなどを理解いただ
けるよう準備を進めてほしいと思います。

多種多様な生産の取り組みを目指します。

今後の課題は、条件の悪い圃場の整備。

NOSAIと組合員の皆様をつなぎます。

収入保険制度の勉強会を開催してほしい。

二本松市　馬場 利正さん（63）

ＮＯＳＡＩ部長歴／２年　原セ地区

泉崎村　松田 保広さん（63）

ＮＯＳＡＩ部長歴／５年　瀬知房地区
水稲 240㌃
そば 100㌃

水稲 1.8㌶
ハウスきゅうり 30㌃

ハウスホウレンソウ 10㌃

（震災前）水稲１㌶
野菜・花 0.5㌶

繁殖牛６頭

水稲 60㌃
石川町　矢吹 昌光さん（74）

ＮＯＳＡＩ部長歴／２年　中谷地区

飯舘村　三浦 盛さん（63）

ＮＯＳＡＩ部長歴／２０年　大舘・小宮地区

安
達
支
所

白
河
支
所

い
わ
せ
石
川
支
所

相
馬
支
所

「
」
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からのお知らせ

NOSAI制度
70周年記念キャッチフレーズの

ロゴデザイン決定！

農業災害補償制度 70 周年記念事業のひとつとして、公益社団法
人全国農業共済協会（NOSAI 全国）が募集したキャッチフレーズ
が「備えの種をまこう。」に決まり、ロゴデザインが決定しました。

「備えの種」は、農業共済制度と収入保険制度、及び被害の未然
防止に取り組む RM（リスクマネジメント）支援活動等を表し、「種
をまこう。」との呼びかけは、すべての農業者に対して両制度等を普
及していく NOSAI 団体の決意を示しています。

ロゴデザインには、大地から芽吹く植物（双葉）を配置していま
す。すべての植物を象徴する緑を配色の基調とし、大地を濃いオレ
ンジで表しています。芽吹く双葉の色は、NOSAI のシンボルマー
クに使用する NOSAI グリーンとしています。

NOSAI 団体はこのキャッチフレーズとともに、「備えあれば憂い
なし」の農業生産体制の構築を目指す姿勢を今後広く農家や国民に
示していきます。
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からのお知らせ

水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
期
限
は
、

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
登
録
を
し
て
い
る
方

は
、指
定
の
口
座
か
ら
掛
金
等
を
振
り

替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

畑
作
物
（
大
豆
）
共
済
掛
金
の
納

入
期
限
は
、
７
月
21
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
登
録
を
し
て
い
る
方

は
、指
定
の
口
座
か
ら
掛
金
等
を
振
り

替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

水
稲
共
済
掛
金
の
算
定
方
法

共
済
掛
金
は
、
共
済
金
額
※
１
と
共
済

掛
金
率
※
２
を
基
に
、
組
合
員
ご
と
に
計

算
さ
れ
ま
す
。
共
済
掛
金
か
ら
国
の
負

担
部
分
（
５
割
）
を
差
し
引
い
た
金
額

が
組
合
員
負
担
掛
金
と
な
り
ま
す
。

畑
作
物（
大
豆
）共
済
掛
金
の
算
定
方
法

共
済
掛
金
は
、
共
済
金
額
※
１
と
共
済

掛
金
率
※
２
を
基
に
、
組
合
員
ご
と
に
計

算
さ
れ
ま
す
。
共
済
掛
金
か
ら
国
の
負

担
部
分
（
５
・
５
割
）
を
差
し
引
い
た
金

額
が
組
合
員
負
担
掛
金
と
な
り
ま
す
。

※
１	

共
済
金
額
は
、共
済
事
故
で
損
害
が
生
じ
た

時
に
組
合
が
支
払
う
共
済
金
の
最
高
額
で
す
。

※
２	

共
済
掛
金
率
は
、
過
去
の
被
害
率
を
基
礎

と
し
て
引
受
方
式
及
び
補
償
割
合
別
に
農
林

水
産
大
臣
が
定
め
ま
す
。
適
用
さ
れ
る
率
は
、

地
域
ご
と
及
び
組
合
員
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

注
）
共
済
掛
金
の
ほ
か
に
賦
課
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
１	

共
済
金
額
は
、共
済
事
故
で
損
害
が
生
じ
た

時
に
組
合
が
支
払
う
共
済
金
の
最
高
額
で
す
。

※
２	

共
済
掛
金
率
は
、
過
去
の
被
害
率
を
基
礎

と
し
て
引
受
方
式
及
び
補
償
割
合
別
に
農
林

水
産
大
臣
が
定
め
ま
す
。

注
）
共
済
掛
金
の
ほ
か
に
賦
課
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

水
稲

共
済
掛
金
の

納
入
期
限
の
お
知
ら
せ

畑
作
物
（
大
豆
）

共
済
掛
金
の

納
入
期
限
の
お
知
ら
せ

10アール当たりの共済掛金計算例

10アール当たりの共済掛金計算例

■一筆方式７割補償の場合
・基準単収　500㎏
・選択単位当共済金額　172円

 引受収量 ＝	基準収穫量	×	補償割合
	 350㎏	＝	 500㎏	×	７割

共済金額 ＝	 引受収量	×	単位当共済金額
	60,200円	＝	 350㎏	×	172円

共済掛金	＝	 共済金額	×	共済掛金率
	 481円＝	60,200円	×	0.8％

 組合員負担掛金	＝	共済掛金	－	国庫負担額
	 241円	＝	 481円	－	240円

■一筆方式７割補償の場合
・基準単収　150㎏
・選択単位当共済金額　290円
（経営所得安定対策申請者に適用する単価）

 引受収量 ＝	基準収穫量	×	補償割合
	 105㎏	＝	 150㎏	×	７割

共済金額 ＝	 引受収量	×	単位当共済金額
30,450円	＝	 105㎏	×	290円

共済掛金	＝	 共済金額	×	共済掛金率
	 578円＝	30,450円	×	1.9％

 組合員負担掛金	＝	共済掛金	－	国庫負担額
	 261円	＝	 578円	－	317円

  

水
稲

  

大
豆

7

7

21

31

金

月

まで

まで

例えば

例えば

共
済
掛
金
の
納
入
期
限
の
お
知
ら
せ
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からのお知らせ

モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
の
春
型
枝
病
斑
の

早
期
発
見
・
早
期
除
去
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

写
真
は
、ふ
く
し
ま
桃
の
郷
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

技
術
対
策
資
料
よ
り
引
用
し
ま
し
た
。

近
年
、モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
の
発
生
が
非

常
に
多
い
状
況
で
す
。

本
病
は
細
菌
（
バ
ク
テ
リ
ア
）
に
よ
る
病

害
で
、
薬
剤
だ
け
で
の
防
除
は
困
難
で
す
。

感
染
拡
大
を
防
ぐ
上
で
重
要
な
こ
と
は
、春

型
枝
病
斑
や
発
病
葉
、発
病
果
実
な
ど
発
病

部
位
（
伝
染
源
）
の
徹
底
し
た
除
去
で
す
。

園
内
の
発
生
状
況
を
よ
く
観
察
し
、徹
底
し

て
せ
ん
除
し
て
く
だ
さ
い
。

葉
や
果
実
に
発
病
が
み
ら
れ
る
場
合
、そ

の
周
囲
に
春
型
枝
病
斑
が
あ
り
ま
す
。枝
病

斑
を
せ
ん
除
す
る
場
合
は
、更
新
候
補
と
な

る
新
梢
を
確
保
し
た
上
で
、発
病
部
位
を
残

さ
な
い
よ
う
に
、発
病
部
位
の
周
囲
を
含
め

て
切
除
し
ま
し
ょ
う
。

せ
ん
除
し
た
枝
、
葉
、
果
実
は
園
外
に
持

ち
出
し
、
適
切
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

発
生
が
多
い
園
で
は
、６
月
上
旬
こ
ろ
ま

で
（
硬
核
開
始
前
ま
で
）
に
で
き
る
だ
け
早

く
果
実
の
袋
か
け
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、風
を
伴
う
雨
に
よ
り
感
染
が
拡
大
す
る

の
で
、防
風
ネ
ッ
ト
の
設
置
に
よ
る
防
風
対

策
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

薬
剤
散
布
は
春
型
枝
病
斑
か
ら
の
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
、降
雨
前
の
散
布
を
心
が

け
、天
候
に
留
意
し
な
が
ら
落
花
直
後
か
ら

７
月
ま
で
、10
日
ご
と
に
薬
剤
散
布
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、薬
剤
の
希
釈
倍

数
及
び
使
用
量
、収
穫
前
日
数
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、同
一
薬
剤
の
連
用

は
耐
性
菌
の
出
現
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
、連

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

果
樹
共
済
で
は
平
成
28
年
産
も
も
に

千
４
２
９
万
円
の
共
済
金
を
お
支
払
い
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で

モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
に
よ
る
共
済
金
は

５
０
７
万
円
で
あ
り
35
．５
％
を
占
め
て
お

り
ま
す
。モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
は
毎
年
増
加

傾
向
に
あ
り
決
定
的
な
防
除
方
法
が
確
立

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、果
樹
共
済
に
加

入
す
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

つぼ状発生

果実病斑

枝病斑の取り残しがあると、
周辺の葉・果実に広がります！

幼果には
小さな斑点が発生
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からのお知らせ

いつもNOSAI の建物共済、農機具共済にご加入
いただきありがとうございます。今後も継続加入を
よろしくお願いします。

コンビニ収納ができます
建物・農機具共済の掛金を口座振替できなかった
場合などは、コンビニエンスストアから振込もでき
ますので最寄りの支所までお問い合わせください。

自
然
災
害
の
備
え
に

「
総
合
共
済
」
を
お
勧
め
し
ま
す

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
「
住
ま
い
る
」

で
は
火
災
や
落
雷
に
よ
る
損
害
を
補
償
す

る
「
火
災
共
済
」
と
火
災
共
済
の
補
償
に
併

せ
て
自
然
災
害
や
地
震
に
よ
る
損
害
を
補

償
す
る
「
総
合
共
済
」
の
２
種
類
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
い
て

き
ま
す
が
、
風
害
、
水
害
、
土
砂
崩
れ
等
の

自
然
災
害
に
よ
る
損
害
の
補
償
に
は「
総
合

共
済
」
の
ご
加
入
が
必
要
で
す
。

平
成
29
年
４
月
よ
り
、建
物
総
合
共
済
に

収
穫
後
圃
場
か
ら
搬
出
し
た
農
産
物
（
米
・

麦
・
大
豆
）
を
農
業
作
業
場
な
ど
に
保
管
中
、

自
然
災
害
や
火
災
に
よ
っ
て
損
害
が
発
生

し
た
場
合
に
損
害
を
補
償
す
る
特
約
を
新

設
し
ま
し
た
。

建
物
総
合
共
済
に
ご
加
入
の
農
作
業
場

や
納
屋
な
ど
に
、出
荷
前
の
一
時
保
管
ま
た

は
自
家
販
売
な
ど
の
通
年
保
管
中
の
販
売

を
目
的
と
し
た
農
産
物
が
補
償
対
象
に
な

り
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
自
然
災
害
へ
の
備
え

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

農
機
具
共
済
無
事
故
割
引
・

有
事
故
割
増
料
率
制
度
を

導
入
し
ま
し
た

田
植
え
作
業
も
一
段
落
し
、
今
は
野
菜
、

果
樹
等
の
農
機
具
で
の
作
業
も
多
く
な
る

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

農
機
具
共
済
「
の
う
き
く
ん
」
で
は
総
合

共
済
に
お
い
て
、無
事
故
と
有
事
故
の
場
合

の
掛
金
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、ご
加

入
の
農
機
具
が
２
年
連
続
期
間
中
に
無
事

故
で
あ
れ
ば
、３
年
目
の
契
約
時
に
共
済
掛

金
を
割
引
き
、
災
害
共
済
金
の
支
払
い
が

あ
っ
た
場
合
は
翌
年
の
契
約
時
に
共
済
掛

金
が
割
増
と
な
る
制
度
と
な
り
ま
す
。

農
機
具
共
済
の
耐
用
年
数
が

変
わ
り
ま
し
た

農
機
具
の
機
種
ご
と
に
耐
用
年
数
が
異

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、昨
年
度
よ
り
法
定
耐

用
年
数
に
準
じ
て
全
機
種
「
７
年
」
と
な
り

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
新
規
で
更
新
共
済
に

ご
加
入
の
場
合
は
最
高
７
年
の
間
で
ご
加

入
年
数
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農
機
具
の
安
全
運
転
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う

忙
し
い
時
期
や
日
々
の
天
候
に
よ
り
農

作
業
に
も
無
理
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
無
理
が
基
本
操
作
を
怠
り

農
機
具
事
故
と
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、日
ご
ろ
よ
り
安
全
運
転
に
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
始
業
前
の
点
検
・
整
備
も
農

機
具
を
よ
り
長
く
ご
使
用
い
た
だ
け
る
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

落
雷
に
よ
る

家
庭
電
化
製
品
の
損
害
は

家
具
類
の
ご
加
入
が
必
要
で
す

夏
に
多
い
落
雷
に
よ
る
損
害
は「
火
災
共

済
」の
補
償
対
象
で
す
。
こ
れ
は
建
物
及
び

付
属
設
備
（
室
外
機
の
あ
る
エ
ア
コ
ン
、ボ

イ
ラ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
、
換
気
扇
等
）
に
発
生

し
た
損
害
を
補
償
し
ま
す
。

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
、
電
話
機
、
冷
蔵
庫
、

窓
型
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
電
子
レ
ン
ジ

等
は
建
物
と
は
別
に
家
具
類
の
ご
加
入
が

必
要
で
す
。ご
家
族
の
家
具
類
も
大
き
な
財

産
な
の
で
ご
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

建
物
共
済

農
機
具
共
済
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からのお知らせ

⃝

定
義

子
牛
に
お
い
て
急
激
に
起
こ

る
腹
痛
を
主
徴
と
す
る
腹
部
疾

患
の
総
称
で
、緊
急
手
術
を
要
す

る
か
ど
う
か
の
決
定
が
必
要
な

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⃝

症
状

実
際
牛
が
「
お
な
か
が
痛
い

よ
ー
」と
訴
え
て
い
る
症
状
を
皆

さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。先
日

足
を
痛
が
っ
て
い
る
牛
が
い
る

の
で
診
て
ほ
し
い
と
い
う
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。ど
う
い
う
症
状

で
す
か
と
聞
く
と
、ち
ゃ
ん
と
歩

け
な
い
で
す
ぐ
寝
る
、寝
る
と
ま

た
直
ぐ
起
き
る
、足
を
痛
そ
う
に

引
き
ず
っ
た
り
伸
ば
し
た
り
、横

獣
医
師
が
簡
単
レ
ク
チ
ャ
ー

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

家
畜
講
座

に
な
っ
て
足
を
伸
ば
し
た
り
縮

め
た
り
し
て
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
実
は
こ
れ
ら
の
動
作
が

「
お
な
か
が
痛
い
よ
ー
」
の
サ
イ

ン
な
の
で
す
。他
に
は
落
ち
着
き

な
く
前
掻
き
を
す
る
、後
ろ
足
で

腹
を
蹴
る
よ
う
な
動
作
や
両
方

の
後
ろ
足
を
普
通
の
位
置
よ
り

後
ろ
に
し
て
じ
っ
と
し
て
る
な

ど
も
同
じ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。同

じ
様
な
症
状
は
オ
ス
の
尿
石
症

で
も
見
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な

症
状
が
無
く
て
も
急
に
腹
が
膨

れ
た
り
す
る
も
の
も
同
じ
病
気

の
範
疇
に
入
り
ま
す
。こ
の
様
な

症
状
が
急
に
見
ら
れ
た
場
合
は

急
性
腹
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

子
牛
の
急
性
腹
症
（
き
ゅ
う
せ
い
ふ
く
し
ょ
う
）

⃝

診
断
、
原
因
、
治
療

診
断
は
腹
が
痛
い
症
状
を
し

て
い
る
か
、
腹
が
膨
れ
て
い
る

か
、便
通
は
あ
る
か
、目
は
引
っ

込
ん
で
い
る
か
等
に
な
り
ま
す
。

原
因
は
様
々
で
第
四
胃
が
拡

張
し
た
も
の
や
慢
性
腸
炎
か
ら

潰
瘍
に
な
り
腸
管
が
癒
着
し
腹

膜
炎
に
な
っ
て
い
る
も
の
、
腸

捻
転
で
あ
っ
た
り
と
様
々
で
す
。

し
か
も
牛
で
は
単
純
に
症
状
の

み
で
腹
の
中
の
状
態
が
は
っ
き

り
と
診
断
で
き
る
病
気
で
は

な
く
、
開
腹
し
て
初
め
て
状
態

が
解
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

治
療
は
注
射
と
内
服
薬
で
治
癒

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
再

発
を
繰
り
返
す
例
も
あ
り
ま
す
。

重
篤
な
症
状
で
あ
れ
ば
開
腹
手

術
を
し
ま
す
が
助
か
ら
な
い
も

の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝

誘
因

「
お
な
か
が
痛
い
よ
ー
」の
サ

イ
ン
や
腹
が
膨
れ
る
な
ど
の
症

状
は
急
に
出
ま
す
が
そ
の
前
の

段
階
で
危
な
い
状
態
、
例
え
ば

尿
石
症
で
あ
れ
ば
、
尿
が
ぽ
た

ぽ
た
し
か
出
て
い
な
い
と
か
陰

毛
が
白
い
の
を
見
過
ご
し
て
い

た
り
、
下
痢
し
て
い
る
の
に
気

付
か
な
か
っ
た
り
、
慢
性
の
下

痢
を
放
置
し
て
い
た
り
等
の
観

察
不
足
。餌
を
急
に
変
え
た
、ま

た
は
増
や
し
た
り
す
れ
ば
消
化

不
良
や
腸
炎
を
誘
発
し
易
く
誘

因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
生
ま
れ

て
か
ら
ず
っ
と
親
牛
と
同
居
し

て
い
た
子
牛
が
い
き
な
り
他
の

成
牛
と
育
成
牛
が
た
く
さ
ん
い

る
環
境
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
後

し
ば
ら
く
し
て
発
症
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
環
境
の
急
変

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
と
、
個
体
管

理
か
ら
群
管
理
に
な
り
、
一
頭

一
頭
の
子
牛
の
餌
の
量
を
管
理

で
き
な
く
な
っ
た
時
の
過
食
も

誘
因
と
な
り
ま
す
。

⃝

予
防
対
策

こ
の
病
気
は
予
兆
無
し
に
原

因
不
明
で
突
然
発
症
す
る
も
の

は
別
と
し
て
、
例
え
ば
管
理
者

が
日
頃
充
分
な
観
察
を
心
が

け
餌
の
急
変
、
急
増
は
し
な
い
。

餌
を
変
え
た
後
、
量
を
増
や
し

た
後
は
必
ず
数
日
は
便
の
状
態

を
確
認
す
る
。
人
工
乳
を
指
示

量
以
上
に
過
剰
に
飲
ま
せ
な
い
。

群
れ
に
入
れ
る
時
は
い
き
な
り

入
れ
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
数
日
か

け
て
馴
ら
し
て
か
ら
入
れ
る
。

餌
を
与
え
る
場
合
は
日
齢
別
に

組
み
分
け
て
与
え
る
等
の
基
本

的
な
部
分
を
ケ
ア
す
る
こ
と
は

予
防
対
策
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

郡山田村家畜
診療センター
所長	横山	哲郎

四
月
一
日
付
で
獣
医
師
の
勤
務
地

が
変
わ
り
ま
し
た
。

◦
白
河
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
次
長

　
田
中
ゆ
う
か

◦
会
津
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

　
平
山
貴
博 人

事
異
動
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からのお知らせ

あ
と
が
き

表
紙
写
真

　

い
わ
き
市
好
間
町
で

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
水
稲

を
営
む
「
大
和
田
自
然

農
園
」
の
増ま

す

田だ

笑え
み

さ
ん
。

無
農
薬
に
こ
だ
わ
っ
て

作
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が

実
を
付
け
る
の
は
も
う
す
ぐ
。
収
穫

期
に
は
、
摘
み
取
り
体
験
や
手
づ
く

り
ピ
ザ
体
験
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声
が
響
き
ま
す
。
地
産

地
消
の
美
味
し
さ
を
ぜ
ひ
！

編
集

・
発

行

福
島

県
農

業
共
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組
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2017.6
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りか
ひ

広
報
紙
「
ひ
か
り
」
の
表
紙
テ
ー
マ
「
女
性

農
業
者
が
“
ひ
か
り
”
輝
く
」
シ
リ
ー
ズ
の
第

２
弾
は
、
い
わ
き
支
所
管
内
か
ら
の
発
信
で
す
。

今
後
も
表
紙
は
女
性
シ
リ
ー
ズ
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

今
年
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
が
70
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
今
後
、制
度
改
正
と
収
入
保
険
の
導
入

に
向
け
て
、
具
体
的
な
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
新
し
い
保
険
の
形

を
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の

向
上
と
現
金
納
入
の
取
り
扱
い
に

よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
農
業
共

済
事
業
加
入
に
伴
う
共
済
掛
金
等

の
納
入
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
の

利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
現
在
、掛

金
等
を
現
金
で
納
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
口
座
振
替
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
希
望
の
金
融
機
関
に
て
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

口
座
振
替
へ
の
移
行
を
お
願
い
し

ま
す
。

事
故
防
止
・
不
祥
事
防
止
の
た

め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
、
住
所
を
変
更

し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
の
際
は
金
融
機
関

に
登
録
し
て
い
る
印
鑑
も
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

各
共
済
掛
金
の
振
替
が
確
実
に

で
き
る
よ
う
、
忘
れ
ず
に
届
け
出

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

利
用
可
能
金
融
機
関
な
ど
、

詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
お
願
い

経
営
移
譲
な
ど
の
際
は

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

福島県農業共済組合では、事業紹介、
各支所の連絡先などの組織概要、採用情
報など、様々な情報を掲載したホーム
ページを開設しております。NOSAI 制
度や団体などに対するご意見・お問い合
わせなどもこちらにお寄せいただくこ
とが可能です。新しく、家畜共済におけ
る待期間中の事故の取り扱いについて
を掲示しました。また、スマートフォン
でも閲覧できます。

ぜひご活用ください。

NOSAI 福島
ホームページのご案内

お
問
い
合
わ
せ
と
被
害
発
生
時
の
ご
連
絡
は

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す

県北支所 ☎024-544-2711

安達支所 ☎0243-23-7777

郡山田村支所 ☎024-933-3307

　田村出張所 ☎0247-82-0249

いわせ石川支所 ☎0247-37-1003

白河支所 ☎0248-27-1121

　棚倉出張所 ☎0247-33-2261

会津支所 ☎0241-28-1111

　南会津出張所 ☎0241-62-5588

相馬支所 ☎0244-23-6236

双葉支所 ☎0240-23-6522

いわき支所 ☎0246-24-1166


